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黄
色
い
タ
ン
ポ
ポ
、
風
に
ゆ

れ
る
コ
ス
モ
ス
、
紫
色
の
フ
ジ

の
花
…
ど
の
花
も
写
真
と
見
ま

ち
が
う
ば
か
り
で
す
。

一
九
五
〇
年
、
山
口
県
防
府

市
生
ま
れ
の
吉
村
芳
生
は
、
版

画
や
ち
密
な
鉛
筆
画
で
国
内
外

で
高
い
評
価
を
得
て
き
た
画
家

で
す
が
、
一
九
八
五
年
か
ら
は
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
山
口
市
徳
地

に
移
り
住
み
、
自
宅
周
辺
の
花
々

を
色
鉛
筆
で
ち
密
に
写
し
出
す

｢

色
鉛
筆
画｣

を
描
い
て
い
ま

す
。今

回
は
、
百
五
十
号

(

二
〇

〇
×
一
三
二
・
五
㌢)

を
は
じ

め
と
す
る
大
作
約
二
十
五
点
が

並
び
ま
す
。
数
カ
月
の
時
間
を

か
け
て
完
成
し
た
作
品
の
花
た

ち
は
、
一
瞬
、
写
真
と
見
ま
ち

が
う
ほ
ど
に
細
部
ま
で
描
き
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
極
限

の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
に
優
し
い

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
色
彩
が
、

花
の
魅
力
を
際
立
た
せ
て
い
ま

す
。｢

私
の
意
図
は
、
た
だ
草
花

を
き
れ
い
に
描
く
こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
。
毎
年
、
家
の
周
り

の
同
じ
場
所
に
同
じ
花
が
咲
く
。

何
の
変
哲
も
な
い
田
舎
の
日
常

で
す
。
で
も
そ
れ
が
、
描
く
と

い
う
行
為
を
介
す
る
と
、
こ
ん

な
に
も
非
日
常
的
な
姿
に
変
わ

る
。
そ
の
驚
き
を
見
て
ほ
し
い

わ
け
で
す｣

と
語
る
吉
村
の
仕

事
は
、
日
常
を
非
日
常
に
変
え

る
ア
ー
ト
の
力
の
す
ご
さ
を
見

せ
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

左
の
作
品
は

『

フ
ジ』

Ｐ
五

十
号

(

一
一
六
・
七
×
八
〇
・

三)

の
色
鉛
筆
画
で
す
。
ま
ず
、

フ
ジ
の
花
を
写
真
に
撮
り
、
プ

リ
ン
ト
し
て
、
そ
の
上
に
細
か

い
方
眼
を
施
し
ま
す
。
別
に
用

意
し
た
紙
に
プ
リ
ン
ト
と
同
じ

数
だ
け
の
方
眼
を
施
し
、
方
眼

の
升
目
を
一
つ
ず
つ
、
百
色
余

り
の
色
鉛
筆
を
使
い
精
密
に
写

し
て
い
く
の
で
す
。
画
面
に
咲

く
美
し
く
可
憐
な
花
々
を
通
し

て
、
画
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
静

か
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

八
王
子
宮
の
桜
の
季
節
に
ふ

さ
わ
し
い

｢

花
々｣

の
作
品
は

五
月
六
日
ま
で
美
術
館
内
で
咲

き
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

館
長
・
北

泰
子)

｢

色
鉛
筆
で
描
く
花
の
世
界

吉
村
芳
生
展｣

４
月
７
日

(

土)

〜
５
月
６
日

(

日)

�
�
�
�
�
�
�

『フジ』 吉村芳生

◆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

｢

マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ｣

教
室
参
加
者
募
集

健
康
増
進
、
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
特
に
中
高
年
最
適
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
香
美
市
教

育
委
員
会
か
ら
も
推
奨
い
た
だ

い
て
い
る
軽
ス
ポ
ー
ツ｢

マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ｣

の
普
及
を
図
る
た

め
教
室

(

無
料)

を
開
催
し
ま

す
。(

雨
天
中
止)

【
開
催
日
等
】
４
月
の
土
・
日

・
祝
日
の
10
時
〜
15
時
の
間
で

ご
希
望
の
時
間(

１
〜
２
時
間)

【
内
容
】
マ
ナ
ー
、
競
技
規
則

等
の
説
明
と
コ
ー
ス
レ
ッ
ス
ン

【
問
い
合
わ
せ
先
】
事
務
局
・

西
村
�
53－

３
５
９
０

◆
ほ
ほ
え
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ア
ー
ト
》
参
加
者
募
集

・
内
容
＝
美
術
教
室

(

細
か
い

絵
を
描
い
て
み
よ
う)

・
場
所
＝
香
美
市
立
美
術
館
２

階
ア
ト
リ
エ

・
募
集
人
数
＝
20
人
程
度

・
募
集
期
間
＝
４
月
15
日
〜
５

月
13
日

(

当
日
で
も
受
け
付
け

ま
す)

・
実
施
日
＝
５
月
13
日(

日)

・
参
加
料
＝
３
０
０
円

(

高
校

生
以
下
無
料)

・
持
っ
て
く
る
も
の
＝
自
分
の

気
に
入
っ
た
小
さ
な
グ
ッ
ズ

(

道
で
ひ
ろ
っ
た
石
な
ど)

、
あ

れ
ば
２
Ｈ
の
エ
ン
ピ
ツ

※
チ
ラ
シ
は
香
美
市
立
図
書
館

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
＝
佐
藤
文
雄

�
０
８
０－

３
９
２
５－

７
３
８
４

(

明
る
い
社
会
づ
く
り
土
佐
山
田
地

区
推
進
協
議
会)
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住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号

(

連
絡
先)

を
必
ず
明
記

し
て
、
企
画
課
内
広
報
委
員
会

事
務
局

｢

市
民
の
広
場｣

係
へ

ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

も
投
稿
で
き
ま
す
。(

あ
て
先

は
、
最
終
面
に
記
載
し
て
い
ま

す)
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む
か
し
話
ほ
つ
ほ
つ
紡
ぎ
鯨
鍋

佐
竹

洋
子

二
月
は
や
菜
花
咲
く
畑
温
き
日
々

鍵
山

和
枝

干
布
団
病
後
の
夫
の
よ
く
眠
り

佐
藤

幸

母
の
年
い
つ
し
か
越
え
て
喜
寿
の
春

利
根

弘
子

薄
氷
の
手
水
鉢
よ
り
鳥
の
私
語

古
川

信
子

早
梅
へ
ほ
ど
よ
き
高
さ
車
椅
子

小
松

愛
子

籠
り
ゐ
る
吾
に
迫
り
来
る
二
月
句
座

西
内

保
衛

出
番
な
き
雲
に
居
直
る
雪
女
郎

中
澤

美
晴

初
摘
み
の
蓬
餅
食は

ぶ
幸
せ
日

森
本

�
代

包
丁
の
銘
光
り
て
や
事
始
め

山
崎

鈴
子

弁
柄

べ
ん
が
ら

の
出
格
子
覗
く
雛
飾
り

吉
田

芳

�
�
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額ぬ
か

広
く
父
と
な
る
子
に
春
立
て
り

乾

真
紀
子

団
塊
の
人
と
云
は
れ
て
冬
耕
す

奥
宮
さ
と
み

働
け
る
こ
と
の
喜
び
畑
を
打
つ

久
保

貴
女

氷
山
の
ど
っ
と
崩
る
る
遠
き
海

黒
岩

幸
女

身
を
締
め
て
踏
み
出
す
一
歩
野
水
仙

黒
岩
千
英
子

豌
豆
の
縋
り
の
竹
を
ひ
と
担
ぎ

小
松

隆
之

や
り
く
り
の
年
金
暮
ら
し
春
の
風
邪

小
松

昇

息
災
の
母
の
声
聞
く
初
電
話

杉
山

春
萌

春
雨
や
電
話
の
声
は
父
親
似

西
本

昶
猪

熱
燗
の
一
本
を
も
て
今
日
仕
舞
ふ

前
田

欣
一

春
の
雷
ひ
と
つ
転
げ
て
行
き
に
け
り

前
田

秀
女

二
ン
月
の
ひ
か
り
載
せ
ゆ
く
猫
車

間
崎

和
代

春
の
風
邪
目
玉
重
た
く
臥
せ
に
け
り

山
崎
か
ず
み

侘
助

わ
び
す
け

の
庭
に
重
ね
し
齢
か
な

山
中

晶
子

下
萌
の
た
め
ら
ひ
も
な
く
踏
ま
れ
け
り

山
中

瑞
輝

大
寒
に
備
へ
し
器
具
の
出
番
な
し

山
中

明
石

�
�

�
�
�

逸
る
犬
先
立
て
猪
狩
の
山
へ
急せ

ぐ

吉
村

幹
愛

三
が
日
事
な
く
過
ぎ
て
不
精
髭

岡
本
か
ほ
る

初
暦
ま
づ
大
安
に
始
ま
り
ぬ

高
橋

章

鬼
瓦
に
ら
む
東
西
手
ま
り
唄

公
文

春
紀

大
根
干
す
地
産
地
消
の
託
老
所

北
村

幸
子

西
窓
に
射
し
入
る
夕
日
日
脚
伸
ぶ

西
川

常
夫

風
誘
ひ
と
び
出
づ
蒲
の
穂
綿
か
な

甲
藤

卓
雄

鐘
の
音
も
五
重
の
塔
も
初
霞

野
崎

典
子

新
し
き
出
合
ひ
の
あ
り
て
梅
ひ
ら
く

北
村

里
子

切
り
干
し
の
軒
に
揺
れ
ゐ
る
猫
ま
る
し

山
中

弘
子

初
富
士
や
羽
織
り
た
る
ご
と
雲
か
か
る

明
石

英
子

氷
餅
焼
く
祖
母
の
箸
見
つ
つ
待
つ

竹
内

ろ
草

�
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立
春
の
畳
に
拡
げ
加
賀
友
禅

前
田

小
夜

山
小
屋
を
閉
ざ
し
て
来
た
と
冬
遍
路

前
田
美
智
子

春
一
番
こ
た
び
は
雨
を
伴
ひ
て

田
村

一
翠

水
仙
を
活
け
て
少
女
の
胡
座

あ
ぐ
ら

か
な

前
田

隆
明

無
名
の
橋
渡
り
西
行
の
日
と
思
う

樫
谷

雅
道

流
れ
ゆ
く
笑
顔
の
ま
ま
の
雛
人
形

安
丸

槙
子

乳
噛
む
は
言
葉
の
は
じ
め
蕗ふ

き

の
薹と
う

橋
本

昭
和

日
向
ぼ
こ
用よ

の
間ま

の
時
計
ひ
と
つ
打
つ

明
石

韮
生

寒
の
鯖
釣
り
銭
濡
れ
て
貰
い
た
り

中
澤
と
し
み

生
ま
れ
里
風
車
ふ
た
つ
と
馬あ

酔せ

木び

花

馬
場

英
男

門
口
の
梅
は
盛
り
て
主
留
守

大
石

邦
男

�
�

�
�

�
�

広
報
委
員
会

選

喫
茶
店
小
春
日
和
に
散
歩
す
る

岡
村

和
躬

二
ン
月
の
野の

面づ
ら

は
人
の
見
え
ぬ
ま
ま

岡
本

朴
舟

初
詣
清
め
の
水
を
手
の
掌
に

北
村
千
鶴
子

せ
り
の
香
や
七
日
正
月
無
事
に
在
り

小
原

景
守

初
詣
で
長
き
祈
り
の
老
二
人

小
原

子
川

登
校
の
列
に
追
い
つ
く
白
き
息

公
文
多
賀
子

日
向
ぼ
っ
こ
釣
談
議
せ
し
友
は
亡
く

高
野

和
一

ゴ
ミ
出
し
で
埋
れ
し
辻
の
冬
菫

す
み
れ

三
谷

誠
郎

鈴
な
り
の
金
柑
西
日
受
け
て
映
え

和
田

可
代

竹
筒
に
菜
の
花
活
け
て
医
院
温
し

萩
野
多
美
子

初
桜
童
の
ご
と
き
祖
母
見
舞
ふ

山
崎

貴
子

白
梅
の
浮
き
紅
梅
の
沈
み
た
る

千
頭

野
草

爺
い
わ
く
鰻
醒
ま
し
の
春
一
番

福
留
と
も
の
り

お
降さ

が

り
の
庭
に
し
ず
か
に
雫
せ
り

西
尾

玉
喜
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�������������

俳
句
・
短
歌
の
募
集
に
つ
い
て

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。(

た
だ
し
、
官
製
ハ
ガ
キ
で

投
稿
の
場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
五
句

(

首)

以
内)

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
投

稿

先
】

企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局

｢

俳
句
・
短
歌｣

係

〒
７
８
２

８
５
０
１

香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
１

２

１

(

�
53

３
１
１
４

FAX
53

５
９
５
８)
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